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沢田山酉遺跡
—三陸縦貫自動車道建設関連遺跡調登報告書I-



序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、 携帯電話やパソコンなど高度情報通信機器の普及は一般化し、

これら無くしての社会生活は考えられない時代となりました。 これらの情報通信技術や情報処

理技術はますますこれからも進歩し、 我々の社会生活や世の中の仕組みまでも変えていくこと

でしょう。 このような日々変化していく時代の中にあって我々の行く末を考えるとき、 来し方

を正確に知ることの重要性はますます増してきていると言って良いでしょう。

歴史は、 過去に起こった、 あるいは行われたこと、 つまり事実の積み重ねから明らかにされ

ていかねばなりません。 特に地域との結びつきの深い埋蔵文化財は、 情報の共有化により均質

化する地域の、 個性ある歴史を明確にするためにも欠くことのできない位置を与えられてきて

います。 しかし、 埋蔵文化財は道路や住宅の建設、 ほ場整備などの大規模開発により年々破壊

され、 消滅の危機にさらされています。

このような中にあって、 宮城県教育委員会では、 開発などに関係する機関に遺跡の所在を周

知徹底すると共に、 開発とかかわりが生じた場合には積極的に保談することに努めてきており

ます。

本書は国土交通省東北地方整備局仙台工事事務所との保存協議に基づき、 三陸縦貫自動車道

矢本石巻道路建設工事に先立って実施した沢田山西遣跡の発掘調査報告書です。 この成果が広

く県民の皆様や各地の研究者に活用され、 地域の歴史解明の一助となれば幸いです。

最後に、 遺跡の保存にご理解を示され、 発掘調査に際しては多大なるご協力をいただいた関

係各機関をはじめ、 調査にあたり多大なるご協力をいただいた地元教育委員会に対し、 深く感

謝申し上げます。

平成 14 年 3 月

宮城県教育委員会

教育長 千 葉 慎 弘
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例 言

1 .  本書は 三陸縦貰自動車道矢本石巻道路建設に伴う沢田山西逍跡の発掘調査報告響である。

2. 調査は 宮城県教育委員会が主体となり 、 宮城県教育庁文化財保護課が行ったものである。

3. 本書に使用した土色の記述は 、 「新版標準土色帳」（小山 ・竹原： 1973) を参照した。

4. 本書に使用した各遺跡の位置図は 、 建設省国土地理院発行の 1/25,000 の地形屈を複製して使用し

た。

5. 本書は 調査員全員の協議を経て、 須田良平が執箪• 編集した。

6. 発掘調査で出土した逍物、 調査記録類は 宮城県教育委員会が保管している。

調 査 要 項

遺 跡名：沢田山西遺跡（さわだや まにし）（宮城県遺跡地名表記載番号66075、 追跡記号 SA)

所在地：宮城県桃生郡河北町小船越字沢田

調査原因：三陸縦貰自動車道矢本石巻道路建設

調査主体：宮城県教育委員会

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

柳沢和明・ 茂木好光• 西村カ・須田良平• 吉野武・引地弘行• 稲毛英則

調査期間：平成12年 (2000年） 9 月 4 日 -9 月 13 日（試掘調査）

平成13年 (2001年） 4 月 9 日 -4 月 20 日 ・ 11月 1 日 -11月 13 日

調査対象面積： 3,400面

調査面稽：2080面

調査協力：河北町教育委員会• 国土交通省仙台工事事務所



第I章 は じ め に

1 . 遺跡の位置と地理的環境

沢田山西遺跡は桃生郡河北町小船越字沢田に所在する。 河北町役場の南西約2.7km に位置し、 北上

川（追波川）と旧北上川に挟まれた独立丘陵上に立地する。 この丘陵は、 北上山系の南端付近に位置

し、 北上山地から西南西に延びる丘陵の先端が、 北上川により分断され独立丘陵となったものであり、

中心部に位置する標高119.7mの沢田山からやや急な傾斜を持って標高 3mの沖積地に接している。

周辺の丘陵と同様にこの丘陵にも平坦地は少ない。 遺跡は沢田山と丘陵先端の標高59mの頂部に挟ま

れた鞍部に位置し、 北西 ー 南東に細長い標高36.7mを頂点とする独立丘陵上に立地する。 この丘陵の

東および南斜面は比較的緩やかで、 縄文時代後・晩期の沢田山貝塚もこの斜面に立地する。

2. 周辺の遺跡

遺跡周辺の北上川下流域の山地帯は北上山系に属するが、 当該地域では比較的急峻な丘陵部と沖積

層が厚く堆積した平野部が直に接しており、 平坦な地形を作り出す河岸段丘面がほとんど発達しな

い。 そのため、 傾斜地の多い当該地域には黒色土層や火山灰堆積層が堆和せず、 三畳紀やジュラ紀の

基盤層の上に痺い腐植土層や基盤崩落土が認められる。 逍跡の北約3.5km には奈良時代の城柵官術遣

跡として知られる桃生城がある。「続日本紀」によると 、 桃生城は天平宝字 2 (758) 年から造営が始

まり、 翌3 (759)年秋頃には完成し、 宝亀5 (774)年7月に海道の蝦夷の攻繋により一部が破壊さ

れたことなどが知られている。 宮城県多

賀城跡研究所により調査研究が進められ

ている。 桃生城の東隣には当遺跡と同じ

ように三陸縦貫自動車道建設に伴い今年

度調査が行われた新田東遺跡がある。 桃

生城の存続期(8世紀第3四半期頃）の

大規模な集落跡で、 5軒の焼失住居を含

む42軒の竪穴住居跡や15棟の掘立柱建物

跡、 井戸跡、 土城などが検出され、 桃生

城の造営 、 維持に携わった人々（柵戸や

鎖兵）の集落として位置づけられている。

この他、 古墳時代前期や平安時代の竪穴

住居跡も検出された。 また、 太田窯跡で

は奈良時代の須恵器や瓦を生産し桃生城

に製品を供給している。 遺跡の南西約4

km に位置し南北に連なる須江丘陵には

P -, , , 29km 

第1図 沢田山西遺跡の位置
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第2図 遺踪の位置と周辺の遺跡
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須江糠塚遺跡や関ノ入遺跡、 須江瓦山窯跡など奈良時代から平安時代前半までの集落や瓦や須恵器を

生産した窯跡などが集中し、 古代の大規模な生産遺跡群である 。 追跡の北東約4.8kmには県指定史跡

の和泉沢古墳群がある。 直径 3- 9m、 高さl mほどの割石を積み上げた約50基の小円墳からなり 、

蕨手刀や鉄斧、 須恵器 、 土師器が石室に副葬されていた。 9- 1 0 世紀の築造年代とみられている 。 以

上のように、 周辺の遺跡は丘陵に立地する ものがほとんどで、 数少ない平野部に位置する追跡も自然

堤防上に立地している 。 水田 、 畑などの生産追構に関しては まったく不明であり 、 今後の調査・研究

の進展に待つべき部分が大きい。

第 n 章 調査の方法と経過

本調査は三陸縦貰自動車道矢本石巻道路建設に伴うものである。 調査の対象となった道路路線敷は

丘陵西半を斜めに横切る形で設定されており 、 範囲内の南部は人家で削平され、 や や平坦な中央部東

側は 畑として利用されていた。 また西および北斜面は急傾斜で杉が植林されていた。 まず昨年度9月

に行った試掘調査の結果をもとに、 ただちに調査に消手することができる平坦な畑地で、 逍構の状況

が明らかな調査対象区の南東側を4 月 9 日 から20日に調査した。 そして1 1 月 1日からは樹木の伐採の

済んだ調査対象区北側及び西側の調査を行った。 しかしこれらの地域は平坦面のほとんど無い傾斜地

域で、 トレンチ調査により 遺構がまったく検出されなかったため、 4 月 の調査の補足調査及び 、 全体

の写真撮影、 測最調査を行って13日にすべての調査を終了した。

先に述べたように、遺跡は丘陵上に立地する。 尾根筋の標高の高い部分では厚さ20�40cmの表土の

下に粘板岩の岩盤や にぶい黄褐色粘質土の基盤面が認められる。 また、 遺跡束側の標高の低い部分で

は厚さ30cmほどの耕作土の下に後世の再堆稜土である褐色～黒褐色のシルト質土が最大45cmの厚さ

で堆積している。 遺構は尾根筋部分では基盤面で、 東側斜面では 再堆積土の下のにぶい黄褐色シルト

質土で検出した。

検出した遺構は 、 調査区北部(T 1)および南部(R23)に設けた任意の点を結んだ線を基準とし

た 3mX3mのグリッドをもとに、 1/20平面回・断面図や平板測罷による 1/10 0平面図を作成した。

同時に35mmと 6 X 7のモノクロ ・ カラ ー リバーサルによる写真記録も行った。 グリッドの南北軸は座

標北から約43° 西に振れている。 基準線の呼称はR23杭を基準として 、 東がE- 3 、 E-6· · ・ 、 西

がW- 3 、 W-6 ・ ・ ・ 、 北がN- 3 、 N-6 · · · とした。

基準点の国家座標は Tl …… X = - 166,405.049 Y = 39,819.028 

R23· …· ·X = - 166.438.189 Y = 39,849.47 0 である 。
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第m章 発見された遺構と遺物

今回の調査で発見した追構は 、 竪穴住居跡2軒、 掘立柱建物跡3棟、 土城 4 基、 溝跡2条などであ

る。 いずれも調査対象区の中央付近の畑部分で、 遺跡の中では比較的平坦ながら 、 標高の最も高い尾

根筋から 北東に傾斜する範囲で検出された。 開墾時の削平のため遣構の残存状況はよくない。 遺物は

非常 に少なく、 竪穴住居跡から出土した土師器・須恵器などを中心 に整理用平箱で 1箱ほどである 。

1 • 掘立柱建物跡

【SB03 建物跡l

調査区北寄り の、 標高の一番高 い尾根状部分で確認された。 桁行3間、 梁行2 間の総柱建物跡であ

る 。 柱穴は 12ヶ所すべて検出しており 、 1ヶ所をのぞいて径16-22cmの円形の柱痕跡を確認した。 平

面規模は桁行が西側柱列で総長 5.lm 、 柱間寸法は北から 1.9m 、 1.5m、 1.7m、 梁行は南妻で総長3.7m、

柱間寸法は西から 1.8m、 1.9mである。 方向はN-26 ° -Wである 。

柱穴は隅丸方形を基調 とし、 長方形や 楕円形に近いものもある。 規模は長軸50-70cm、 短軸 40-50

cm で深さは最大 4 7cmである 。 埋土は地山礫を多く含む暗褐色ある いは にぶい黄褐色シルトである。

遺物は出土していない。

【SB 04 建物跡l

調査区 南寄り の、 建物l と同じ尾根上部分で確認された。 桁行 4 間、 梁行2間の建物跡である。 柱

穴は 1 0ヶ所検出しており 、 9ヶ所で径 14-26cmの円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は桁行が東側柱

列で総長IO.Om 、 柱間寸法は北から2.3m、 2.2m、 2.2m 、 2 .3m 、 梁行は北妻で総長6.0m 、 柱間寸法は

西から3.lm、 2.9mである。 方向はN-17° -Wである。
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第6図 $804 達物跡・ $806 建物跡

柱穴は楕円形を基調とし、 規模は長軸40-50cm、 短軸30-40cm、 深さは最大32cm である。 埋土は地

山プロックを多く含む褐色シルトである 。 遺物は出土していない。

【SB 06建物跡】

調査区北寄り の、 東側斜面で確認された。 桁行2間、 梁行2間の建物跡で、 東に張り出しをもって

いる。 柱穴は 10ヶ所検出しており 、 7ヶ所で径 14-22cmの円形の柱痕跡を確認した。 平面規模は桁行

は 西側柱列で総長3.7m、 柱間寸法は北から1.8m 、 1.9m梁行が南妻で総長4.8m、 柱間寸法は 西から1.6

m、 1.5m、 張り出しの柱間寸法は 1.7mである。 方向はE-35 °-Nである。

柱穴は楕円形を基調とし、 規模は長軸30-50cm、 短軸30-40cm で深さは最大50cm である 。 埋土は地

山礫を多く含むにぶい黄褐色シルトである。 遺物は出土していない。

2. 竪穴住居跡

[SI01 竪穴住居跡］

調査区中央東より の束斜面で確認された。 北東隅は削平のため壊されている。

［平面形・ 規模］東西3.8m、 南北4.2mの隅丸方形である。

［堆積土］にぶい黄褐色シルト (1層） と褐色シルト (2層）が自然堆枝している。
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［ 壁］ ほぽ直立する。 高 さ は最も残り の よ い と こ ろで22cm である。

［ 床面］ 中央付近を中心に溝状の掘方埋土 と地山を床面と している 。

［ 主柱穴］ 検出されなかった。

［ 周溝］ 削 平のため検 出できなかった北側を除いてほぼ全周で確認 された。 幅は 8 -26cm、 深 さ は深

い と こ ろ で16cm ある。

［ カマ ド］北辺中央や や 西寄り に周溝が途切れる部分が認められ、 床面には長軸50cm、 短軸40cm の不

整形の焼け面が検出された。 また北側には煙出しのpitが検出され、 側壁や 煙道は残存していないもの

の こ こ に カマ ドがあった と 思われる。 煙出し pit の堆積土は炭化物や 焼土プロ ッ ク を多く含む暗褐色

シルト である。

［ 貯蔵穴］ 住居北辺の東寄りにある 。 カマ ド東側壁の東脇にあった と 思われる。 長軸60cm 、 短軸45cm

の不整形で中央部が一段窪んでいる 。 深 さ は 16cm である。 堆積土は炭化物や焼土プロ ッ ク を多く含

むにぶい黄褐色シルト ( 1 層） と 赤褐色シルト ( 2 層）が自然堆積している 。

［方向］ 東辺でN - 16
°

- Wである。

［造物］ 床面から 須恵器杯、 蓋が出土した。 また南壁際東より の堆稜土下部からは 、 非 ロ ク ロ 調 整の

土師器甕、 須恵器杯 • 高台杯が ま と まって出土した。 須恵器杯には回転糸切り 無調 整のものがある。

高台杯は回転ヘ ラ切りで、 底部には焼成前の X 状の刻普が認められ、 高台部が剥がれている 。 この他、

堆積土から は土師器杯 ・ 甕や 須恵器杯 • 高杯 ・ 甕が少罷出土した。 土師器杯は ロ ク ロ 調 整 、 甕は非ロ

ク ロ調 整である。 須恵器坪は切離しは不明で、 回転ヘ ラ ケ ズ リ 調 整 さ れている 。 また、 煙出し pit の

3 層からはロ ク ロ 調 整の土師器甕が出土している。

【SI0 2 竪穴住居跡】

調査区北側東 より の東斜面、 SI01 竪穴住居跡の北約 7mの地点で確認 さ れた。 東側半分は削平のた

め壊 されている。

［平面形 ・ 規模］南北6.lm 、 東西2.5m以上の隅丸方形である と 思われる 。

［堆積土］ 褐色シルト が自然堆積している。

［壁］ ほぼ直立する 。 高 さ は最も残り の よ い と ころで25cm である 。

［床面］地山を床面と している 。

［主柱穴］ 西側の 2 ヶ 所を確認した。 掘方 は長軸が23-25cm、 短軸18-23cm の楕円形で、 深 さ は16cm

である 。 柱痕跡は検出されなかった。 柱問寸法は3.3mである。

［周溝］削 平のため検 出できなかった東側半分を除いて全周で確認された。 幅は12-28cm、 深 さ は深

い と ころで10cm ある。 後述する カマ ド部分から 東では暗 渠状になっており 、 カマ ド構築以前に埋戻さ

れている。 南辺中央付近には周溝の掘方 が認められる。 掘方 と カマ ド部よ り 東側の堆積土以外は住居

の堆積土と 同様であり 、 周溝に設置されていた壁材を抜き取った痕跡と 思われる。

［ カマ ド］北辺に付設さ れている。 カマ ド側壁は黄褐色粘質土で構築 されているが 、 残存状況は悪く、

東の側壁は残っていない。 西の側壁も削 平などに よ り 長 さ50cm、 幅20cm、 高 さ 4 cm ほ どが残 存してい

る に す ぎない。 カマ ド側壁の上にはカマ ドの崩落 土 と 思われる焼土プロ ッ クや 風化地山岩片を不均質

，
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第 9 図 S102 及び撹乱出土土器 • 石器

に含む黄褐色粘質土が堆積している。 ま た カ マ ド燃焼部の底面に は長軸I.Om 、 短軸0.5mの不整形の

掘方が検 出 さ れ、 その堆和土の上面は焼けて堅 く 締 ま っ ている。

［その他の施設］ カ マ ド東側壁の南側で楕円形の土城を検出した。 規模は長軸80cm、 短軸60cm で、 深

さ は15cm である。 堆積土は炭化物 ・ 風化地山岩片 ( 1 層）、 炭化物 ・ 焼土プロ ッ ク ( 2 層） を多 く 含

む褐色 シ ル ト で 、 人為的な埋土と みられる。 ま た、 床面南側で南壁と 直交する溝跡 を検出した。 長 さ

1.8m 、 幅10-22cm、 深 さ は最 も 深い と こ ろ で 6 cm である。 地山小プロ ッ ク を含む灰黄褐色シ ル ト が堆

稜している。

［方向］ 西辺でN - 25
°

- Wである。

［外周溝］ 住居の西辺から北辺にかけて検出した。 外周溝の南側は住居の西辺と 平行し北になるにつ

れ住居北辺に沿うように東に緩やかに湾曲する。 住居と の距離は西辺で2.2m 、 北辺で2.8m 、 確認面で

の住居西辺との高低差は最大25cm である。 幅は12-50cm で北西側の湾曲部分が広 く な っ ている。 深

さ は深い と こ ろ で10cm である。

［遺物］ 床面から須恵器蓋が出土した。 堆積土からは土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 蓋 · 甕 な どの他、 時

期不明の縄文土器 • 石鏃も 極少量出土している。 土師器坪には回転糸切り後手持ちヘラケ ズ リ 調整の

ものがある。 土師器甕は非 ロ ク ロ調整である。 須恵器杯は切離しは不明で、 回転ヘ ラ ケ ズ リ 調整 さ れ

ている。
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第 W 章 考察と ま と め

1 • 遺物の年代

遺物の多 く は竪穴住居跡の床面あるいは堆積土中から出土してお り 、 土師器、 須恵器の他、 縄文土

器や石器なども 僅かに認められる。 しかし、 出土 した遺物の総量は非常に少ない。 土師器は杯と甕、

須恵器は杯、 高台杯、 高杯、 蓋、 甕などがある。 以下では、 各竪穴住居跡出土の土師器、 須恵器を中

心に図示で き た杯についてその特徴を述べる。

SI0 1 住居跡床面出土の須恵器杯は体部、 口縁部が直線的に外傾し、 底部の切離しの分かる も のは回

転糸切 り で無調整である。 堆積土からは底部の切離しは不明であるが、 回転ヘラケ ズ リ 調整の須恵器

杯やロ ク ロ調整の土師器杯 も 出土している。 SI02 住居跡堆積土出土の土師器杯は、 体部が底部から内

湾 して 立 ち 上がるt宛型を呈し、 底部は回転糸切 り で、 切離し後手持ちヘラケ ズ リ 調整 さ れている。 内

面はヘラ ミ ガキ後黒色処理されている。 この他、 堆積土からは底部切離しは不明であるが、 回転ヘラ

ケ ズ リ 調整の須恵器坪 も 出土している。 点数は少ない も のの、 このよ う な特徴を持つ土器はほ と んど

の も のは 9 世紀の も の と 考 え られる。 その他の土師器、 須恵器につい て も 、 第8 固 2 などのよ う に 8

世紀にさかのぼる と 考えられる も の も 認められるが、 この時期 と 大 き く異なる特徴を も つ も のは認め

られない。

2 . 遺構の年代

今 回の調査で発見した遺構のなかで、 竪穴住居跡は出土遺物から9 世紀の も の と 推 定 さ れる。 し か

しその他の遺構については、 出土遺物も なく時期を明確にすることはで き なかった。 ただし今回の調

査で出土した遺物には竪穴住居 跡 と 大 き く時期の異なる も のが ほ と んど認められ な か っ たこ と から、

掘立柱建物跡などその他の遺構の時期 も 同 じ頃の も の と 考 え てお き たい。

3 .  ま と め

今回検出した遺構は、 竪穴住居跡 2 軒、 掘立柱建物跡 3 棟、 土城 4 基、 溝跡 2 条などである。 いず

れ も調査対象区の中央付近に分布するが、 遺構の密度は低く重複する も のはほ と んどない。 竪穴住居

跡は斜面の下部に位置するのに対して 、 掘立柱建物跡は標高の高い尾根筋に位置する傾向が伺える。

た だ し 、 調査区外の南東斜面では住宅裏の崖面に竪穴住居跡が数軒認められていることから、 削平が

著しく遺構が認められなかった調査区南側の標高の高い部分に ま で も 追構が分布していた可能性が考

えられる。 したがって今回の調査区は、 遺跡の北部にあたる と 推 定 さ れる。
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